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3 4 Furthermore, observers believe that the wolves have 

been responsible for a decline in the elk population 

from nearly 20,000 to less than 10,000 during the 

first 10 years following their introduction.

With the rapid growth of airline travel in Asia, 

the shortage of airline pilots is becoming an  　

　 　   of serious concern. issue
…

The boy is almost as tall as his father. の英文の内容に

最も近い絵を選ぶ問題です。almostを「ほとんど」とだ

け覚えていると、正しい選択に苦労します（正答率９．９％

とほぼ全滅状態）。「ちょっと足りない」というイメージ

で押さえておかないといけない単語です。

 

　これほど短期間の間に、４度も立て続けに almost の

用法が問われる、ということの意味を真剣に考えてみ

なくてはいけないと思います。間違いなくそこには、「大

学入試センター」の、現場に対するメッセージが込めら

れていると私は見ています。「基本語は実際に使える

レベルにまで習熟しておきなさいよ」ということです。

　『ライトハウス英和辞典』には「 語法　all , every, 

always など１００％を表す形容詞や副詞の前に置いて

使うことが多く、ある状態に非常に近いが到達していな

いということを含意する．」「［動詞・形容詞の前で］も

う少しで…するところ」という正確な定義が示されてい

ます。

　なお、この almostとほぼ同じ意味のnearlyが、第２回

「試行調査」の「リーディング」第６問Ｂに出ています。

「２０，０００匹にちょっと足りない」という意味です。

そして nearly と almost の違いについても『ライトハウス

英和辞典』の  類義語  欄に丁寧に記述されています。

　新しい「共通テスト」では、８０分で読まなければ

ならない分量が飛躍的に増えるので（１，０００語以

上）、「語彙力」がますます重要になってきます。

単語と訳語を一対一対応で覚えるのが一番手っ取り早

く簡単なのですが、それではすぐ忘れてしまい、応用

力にもつながりません。

　『ライトハウス英和辞典』では、「単語の記憶」欄

を設けて、少しでも単語間のつながりを「理解」でき

るように工夫しています。また「語義の展開」で、多

義語に見られる意味のつながりを分かりやすく理解で

きるようにしています。

　第２回の「試行調査」の「リーディング」第６問Ａで、

issue「問題点」が出てきました。

この単語は「出す」「発行する」「発行物」「問題点」

などの意味がある単語ですが、『ライトハウス英和辞典』

の issue を引くと、単語の始めに「語義の展開」として、

これらの意味のつながりが分かるように図示されてい

ます。多義語はそれぞれの語義のつながりを意識する

ようにすると、記憶に残りやすく、応用力にもつながり

ます。 

の特色

（p.4）

（p.739）

さらに充実した

「　  単語の記憶」

共通の語根を持つ単語を一箇所に集めてコラムにした「単語の記憶」は、単語力増強のためのツールとし
て長年ご好評をいただいています。『ライトハウス英和辞典』では1コラムに掲載する単語の数を10語
以内に留めていますが、「単語の記憶」を活用することでさらに単語の世界を広げることのできる一例を
ここでご紹介したいと思います。

（p.1574）

evidence　（はっきり見えるもの）→ 証拠
improvise　（先を見ていない）→ 即席で作る
provide　（先を見る）→ 供給する；用意する
provision　（先を見ること）→ 供給；用意；食糧
video　（( 私は ) 見る）→ ビデオ
visage　（見える部分）→ 容貌

新しい特色の 

「ポライトネス 　　」とは？

親しい友達に依頼する例。比較的負担の重い頼み（相手
が引き受けてくれるかどうかわからない）なので、遠慮
がちに尋ねている。丁寧な言い方をするのは目上に対し
てのみとは限らないという点に注目！

目上の相手に対し許可を求める例。相手に迷惑がかかる
かもしれないことなので、間接的に尋ねている。

友達を積極的に誘う例。相手にとって望ましい内容
なので強い言い方をしている。ひとつ前の相手の発言
からも相手が誘いに応じる可能性が高いことがわかる。

ポライトネスとは、円満な社会関係を維持・構築し、円滑なコミュニケーションを実現するため
の対人的配慮のことです。
このコラムでは、相手との関係や場面に応じた“適切な”英語の使い方が学べます。“文法的
に正しい”から一歩進んだ、“丁寧で好印象な”コミュニケーションのマナーを身につけましょう。
上下関係や親しさの度合いのほか、意図する行為がもたらす負担や利益の程度、義務の有無、
緊急度、相手が応じる可能性の高さなど様々な要素を考慮し、詳しく解説しています。

（   　　）p.1639例 ① p.1291（   　　）例 ②
「見る」という意味の語根を持つ単語にはこれら以外にも、
例えば以下のようなものがあります。

このように、単語の背後にある「見る」という共通の意味を念頭に置くことで、
複数の単語を効率的に覚えることができ、また記憶にも残りやすくなります。


